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人権に関する協会の方針
GREEN×EXPO協会は、サステナビリティ戦略において「人権」の基本方針を設定している。
人権を尊重し、あらゆる差別等を禁止し、公平で包摂的な博覧会の実現を目指す。
サステナビリティ戦略（抜粋）

また、協会及び出展者等が、
物品・サービスの調達や工
事の実施に当たり遵守する、
「持続可能性に配慮した調
達コード」の共通基準に
「人権」の項目を設け、多
様性と包摂性の確保を求め
ている。

戦略と調達コード本文はこちらから
サステナビリティに関する取組み | ２０２
７年国際園芸博覧会 公式ウェブサイト
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「人権に関する通報受付窓口」設置の必要性

サステナビリティ戦略との接続
人権尊重を、方針から実行へ
・サステナビリティ戦略を実行するうえで、人権の尊重は、博覧会に
関わるすべての人が安心して参加・協働できる環境を支える基盤。
・方針を掲げるだけでなく、現場の懸念を把握し、対応へつなげる仕
組みが必要。

・特に、人権上の問題は、当事者が声を上げにくく、周囲からも見え
にくい傾向があり、相談先が不明確なままでは対応が遅れ、被害の拡
大・深刻化や再発につながるおそれがある。

・よって、役職員、委託先、出展者、参加者、サプライヤー、ボラン
ティア、来場者などが利用できる窓口を設置、相談者の安全と意思を
尊重し、確認、是正、再発防止、運用改善をはかる。

窓口設置が必要な理由

01 声を早期に受け止める
差別、ハラスメント、労働、安
全、プライバシー等の懸念を早
期に把握。

02 安心してアクセスできる
匿名相談、秘密保持、不利益取
扱いの禁止により、安心して声
を上げられる環境を整備。

03 是正と改善につなげる
個別案件への対応と相談傾向の
分析を、リスク低減、再発防止
、運用改善へ反映。

窓口は、声を受け付けるだけでなく、人権リスクを早期に捉え、サステナビリティ戦略の実効性
を継続的に高めるための基盤と位置付ける。
※なお、協会職員については別途内部通報窓口、ハラスメント窓口を設置、運用している。 2



通報受付フロー（案）
協会ホームページを起点に、内容別に所管課へ振り分け

01 協会ホームページ
「人権に関する通報受付
窓口」通報様式を掲載

02 通報者
通報様式に記入し、
メールまたは郵送で通報

03 総務課
通報を一元受付し、
内容を確認

通報内容による振り分け（案）

04 所管課
対応策を検討

障がい者の権利
労働条件・労働環境
安全衛生
ハラスメント
差別

その他

プライバシー
子どもの権利
表現の自由

協会内で対応できない場合、又は法的な
判断が必要な場合は、外部専門家又は
外部弁護士へ相談

通
報
内
容
の
種
別

総
務
課
に
て
一
元
受
付

メール
郵送

所管課

外部専門家等

サステナビリティ推進課と連携の上、
所管課へ振り分ける

※大阪･関⻄万博で受け付けた通報内容から想定される通報種別

人権以外

詳細不明・対象外
通報者への連絡及び対応の要否につ
いては、追って検討する
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窓口開設予定
⼤阪・関⻄万博の先行事例を踏まえ、開幕前の周知・準備期間を確保

2026年12月末まで
窓口を開設

2027年3月
博覧会開幕

開幕の3か月程度前をメド

※大阪・関⻄万博は、2025年2月に開設（2025年4月開幕の２か月前）

※対応結果の公表については、追って検討する
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【参考】「人権に関する通報受付窓口」設置前後の比較
既存の3窓口は継続し、「人権に関する通報受付窓口」を新設。対象は博覧会に関わる全ての者。

＜現状＞ 受付窓口：3窓口 ＜設置後＞ 受付窓口：4窓口

内部通報受付窓口
受付：内部⇒総務課／外部⇒外部弁護士
対象：協会役職員・委託先従業員

内部通報受付窓口
受付：内部⇒総務課／外部⇒外部弁護士
対象：協会役職員・委託先従業員

ハラスメント等の相談窓口
受付：内部⇒人事課／外部⇒あんしん相談センター・こころの耳相談窓口
対象：協会役職員

ハラスメント等の相談窓口
受付：内部⇒人事課／外部⇒あんしん相談センター・こころの耳相談
対象：協会役職員

「持続可能性に配慮した調達コード」通報受付窓口
受付：サステナビリティ推進課
対象：ステークホルダー

「持続可能性に配慮した調達コード」通報受付窓口
受付：サステナビリティ推進課
対象：ステークホルダー

【新設】人権に関する通報受付窓口
受付：総務課
対象：博覧会に関わる全ての者（来場者・協会役職員・委託先・出展
者・参加者・サプライヤー・ボランティア等）

※既存の3窓口は現行どおり運用。人権に関する通報は総務課で一元受付し、内容に応じて所管課へ振り分ける。
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【参考】⼤阪･関⻄万博「人権窓口」受付傾向｜ ※受付総数１７７件(公表分)

通報者別構成 通報種別構成

75%
来場者＋
スタッフ

来場者 38%

EXPO関係者 37%

その他 25%

来場者と就業者の双方から
幅広く利用されている

26%
障がい者
の権利

障がい者の権利 26%
労働条件・労働環境 19%
安全衛生 18%
ハラスメント 11%
差別 11%
その他 8%
プライバシー 3%
子どもの権利 2%
表現の自由 1%

通報者別の分析ポイント 通報種別構成の分析ポイント
01 来場者38%・EXPO関係者37%で計75%。外部・内部の双方に利用

02 来場者は障がい者対応・安全衛生・差別などが中心

03 スタッフは労働条件・ハラスメント・安全衛生が中心

01 障がい者の権利26%が最多。合理的配慮へのニーズが顕在化

02 労働条件19%＋ハラスメント11%=30%。労務課題が中心

03 安全衛生18%。接遇・暑熱・安全配慮が中心
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【参考】⼤阪･関⻄万博「人権窓口」処理状況｜約半数は調査・確認を実施
「処理状況」の記述を、主たる対応内容で4分類（全177件）

84

41

15

37

0 20 40 60 80

調査・確認＋報告・是正

意見共有・情報提供

他窓口・専門窓口案内

確認未了・連絡途絶等

01 84件｜47.5% 調査・確認のうえ報告・是正
被通報者・関係者への調査やルール確認を行い、通報
者へ結果を報告。必要に応じ注意・謝罪・改善。

02 41件｜23.2% 意見共有・情報提供として受領
意見を関係者へ共有・周知、または参考意見・情報提
供として受領し、謝意を伝達。

03 15件｜8.5% 他窓口・専門窓口を案内
案件に適した他窓口や、法的な調査・対応が可能な窓
口を紹介。

04 37件｜20.9% 追加確認未了・連絡途絶等
追加情報への回答なし、連絡途絶、取下げなどにより
手続を終了。

全体の約7割に対して対応が必要 調査・確認、または意見共有・情報提供として対応（125件／70.6%）
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